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Ｊ
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ご
と
う
崎
山
支

店
で
は
、
鳥
の
よ
う
な

形
の
可
愛
ら
し
い
カ
ボ

チ
ャ
が
来
店
し
た
組
合

員
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

全
長
お
よ
そ
十
五
�
、

重
量
が
三
〇
〇
�
の
こ

の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
エ
ビ

ス
カ
ボ
チ
ャ
と
呼
ば
れ

る
品
種
で
、
同
支
店
管

内
の
牟
田
久
弥
さ
ん
が

栽
培
し
た
も
の
で
す
。

支
店
担
当
者
が
牟
田

さ
ん
の
家
を
訪
れ
た
際
、
玄
関
先
に
飾
っ
て
あ
る
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
を
発
見
。

牟
田
さ
ん
は
「
収
穫
の
時
に
葉
を
め
く
っ
た
ら
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
が
姿
を
現

し
た
。
窓
口
に
展
示
し
て
も
ら
い
、
支
店
を
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ
た
そ
う
で
す
。

同
支
店
営
農
課
職
員
は
「
形
も
サ
イ
ズ
も
本
物
の
小
鳥
の
よ
う
な
カ
ボ

チ
ャ
で
、
本
当
に
驚
い
た
。
目
を
書
き
加
え
た
こ
と
で
愛
ら
し
く
な
り
、

来
店
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
も
一
様
に
喜
ん
で
い
か
れ
る
よ
う
だ
。
今
後
も

こ
う
し
た
作
物
を
接
点
に
同
支
店
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話

し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
十
日
掲
載
）

可愛らしい
小鳥の正体は？

平
成
二
十
四
年
度

第
三
回
理
事
会

（
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
�

開
催
）

１
、
報
告
事
項

報
告
№
１

役
員
視
察
研
修
に
つ

い
て

２
、
議
案
事
項

議
案
№
１

三
井
楽
Ｒ
Ｃ
乾
燥
機

取
替
工
事
に
つ
い
て
【
可
決
】

８ｐ 各種出荷反省会レポート

９ｐ 平成２４年度 ＪＡちゃぐりんフェスタ

１０ｐ ・産直市場 直送便
・お盆期間中の営業について

１２ｐ ・人事異動のお知らせ
・新任ＬＡ職員紹介

１３ｐ ・知っておきたい熱中症対策

１４ｐ ・旅行センターからのお知らせ
・産直市場
・�ＪＡごとう葬祭 浄倫会館
・編集後記

２ｐ ・CONTENTS
・表紙PHOTO紹介
・平成２４年度 第３回理事会（平成２４年
６月２７日 開催）
・支店の話題

３ｐ 太陽と緑 五島がうまいの立役者

４ｐ TOP NEWS
・全国和牛能力共進会 県代表牛選考会 結果
・代表牛出品者４名にインタビュー
・五島肉用牛大学のお知らせ

６ｐ 今月のスポット

上段左から順に
・ゴーヤ収穫（７月９日）
・全共長崎県代表牛選考会（７月７日）
・岐宿中学校ルビートマト学習会（７月３日）
・崎山支店カボチャ展示（７月４日）
・平成２４年７月期せり市（７月１３日）
・高菜まんじゅう好評販売中（７月３日）
・ちゃぐりんフェスタ（７月２２日）
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五
島
市
玉
之
浦
町

ふ
る

も
と

こ
う

き

古
本

耕
紀
さ
ん（
４５
）

五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららら
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をををををををををををををををををををををををををををををををををを

古
本
さ
ん
は
現
在
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
や

花
き
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
を
主
に

栽
培
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
ゴ
ー
と
の
出
会
い

古
本
さ
ん
が
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
の
栽
培
を

始
め
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
で
、
そ
れ

ま
で
は
花
卉
を
中
心
に
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
法
人
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
バ
ラ
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
栽
培

に
必
要
な
日
照
時
間
が
不
足
し
て
お
り
、

バ
ラ
の
栽
培
は
難
し
い
と
判
断
。
バ
ラ
の

農
地
が
空
い
た
と
こ
ろ
に
、
営
農
指
導
員

か
ら
マ
ン
ゴ
ー
の
苗
木
が
あ
る
と
聞
い
た

た
め
、
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

手
探
り
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

い
ざ
、
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
を
開
始
し
た
ま

で
は
良
か
っ
た
も
の
の
、
管
内
で
の
前
例

も
な
く
普
及
セ
ン
タ
ー
（
現
：
地
域
普
及

課
）
も
栽
培
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
た
め
、
最
初
の
数
年
間
は
手
探
り
の
状

態
が
続
き
ま
し
た
。

三
年
目
ま
で
は
ミ
ツ
バ
チ
を
入
れ
て
も
、

う
ま
く
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
受
粉
し
な

い
こ
と
が
多
く
、
実
が
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
古
本
さ
ん
で
す
が
、
七
、
八
年

前
か
ら
は
安
定
的
に
収
穫
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
度
は

天
候
不
順
の
影
響
を
受
け
、
収
穫
量
は
大

幅
に
減
少
す
る
予
定
で
す
。

丹
奈
温
泉
が
く
れ
た
恵
み

も
と
も
と
亜
熱
帯
の
植
物
で
あ
る
マ
ン

ゴ
ー
を
育
て
る
に
は
温
度
管
理
が
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
と

言
っ
て
も
、
多
く
の
燃
料
を
使
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
丹
奈
温
泉
が
近
く

に
あ
り
、
そ
の
温
泉
熱
を
活
用
し
て
作
ら

れ
る
マ
ン
ゴ
ー
は
エ
コ
の
時
代
に
先
行
し

た
作
物
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
古

本
さ
ん
も
「
温
泉
が
な
か
っ
た
ら
採
算
が

合
わ
な
い
の
で
マ
ン
ゴ
ー
作
り
は
し
て
い

な
い
。
全
国
で
も
温
泉
熱
を
利
用
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
る
が
、
五
島
の
マ
ン
ゴ
ー
も
知
名
度

を
上
げ
て
、
そ
の
仲
間
入
り
が
で
き
れ

ば
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

五
島
の
マ
ン
ゴ
ー
を
ど
う
ぞ

現
在
、
個
人
向
け
販
売
や
五
島
が
う
ま

い
を
中
心
に
、
主
に
贈
答
用
と
し
て
マ
ン

ゴ
ー
を
出
荷
し
て
い
る
古
本
さ
ん
。
今
年

度
分
は
収
穫
量
が
少
な
く
、
す
で
に
予
約

販
売
の
受
付
は
終
了
し
た
と
の
こ
と
。
安

心
・
安
全
な
五
島
産
の
マ
ン
ゴ
ー
は
毎
年

す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
の
で
、
直
売

所
で
お
見
か
け
の
際
に
は
す
ぐ
に
購
入
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

古
本
さ
ん
は
マ
ン
ゴ
ー
の
他
に
も
、
ト

ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
花
卉
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
も
栽

培
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
物

を
栽
培
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
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長崎県代表牛選考会
五島勢の健闘光る！

―県代表に５頭選出―

本県で１０月２５～２９日に開かれる「第１０回全国和牛能力共進会」に向けた県

代表牛選考会が７月７日、平戸市田平町の平戸口中央家畜市場であり、種牛

の部２１頭を選出。五島地区代表牛１７頭のうち、５頭が長崎県代表牛の栄冠を

勝ち取りました。

管内代表牛１７頭は、選考会の２週間前からＪＡごとう家畜市場内にて引き

運動や蹄、毛の手入れなどの準備を行い、５年前鳥取県で行われた第９回大

会の悔しさをばねに、万全の準備で大会に臨みました。

当ＪＡの中尾弘一組合長は「五島を代表して大会に臨まれた関係者の方々

の努力は語りつくせないものであり、今回代表から漏れてしまった生産者の

方々も五島の代表として素晴らしい牛に仕上げて頂いた。代表となった５頭

にはぜひ全国大会上位入賞を果たして頂きたい」と語りました。

（日本農業新聞７月１４日掲載）

� 気合いの入った表情の五島地区代表
� ２区代表 はるえ２号と野口兼幸さん（崎山）
� ４区代表 ともこ号と山下松則さん（福江）
� ４区代表 第５いわお号と山下勤さん（三井楽）
� ４区代表 いくこ号と川崎純造さん（崎山）
� ４区代表 はるみ号と山下正人さん（三井楽）

PHOTO紹介

４

５

６

１

２

３
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�昔は家の中で役牛を飼っていて、
牛がいるのは当たり前の生活だっ

た。農地を荒らさないように、現

在は繁殖雌牛経営に切り替わった。

�私にとっては昔から牛が生活の
一部。大好きな牛の仕事ができて

いるのでそれが魅力。

�長崎県代表として第４区で日本
一を目指して頑張りたい。

�祖父が大の牛好きで、幼少の頃
から何かにつけて牛の手伝いをし
て、自然と牛が家族の一員となり、
畜産の道を選択した。
�一番は、子牛の評価がそのまま
子牛価格に反映されること。
�全共出品のチャンスはめったに
ないこと。参加できることの喜び
をかみしめ、はるえ２号の能力を
最大限に引き出せるよう、努力し
たい。

�両親が牛飼いをやっていたが、
父が病気となり跡を継いだ。父は
もっぱら牛が好きで（共進会出品）、
父の生きがいのためにも、頭数を
減らしてでも牛を飼うことを決めた。
�子牛がかわいいところ。高額で
売買されたときの感動がたまらな
い。
�出品するからには一番を目指し
て頑張る。また、五島牛の知名度
を上げるため上位をめざす。じい
ちゃんの夢（全共出品）が叶ったの
で、じいちゃんに牛を引かせます。

�親の代から牛を飼うのが当たり
前。小さい頃からそう思っていた

ので。

�とにかく牛が好き。特に子孫が
どんどん続いていくところを見る

のが楽しみ。

�全共の舞台でロープを引いて牛
を立たせるのが夢だった。上位を

目指して頑張りたい。

「
五
島
肉
用
牛
大
学
」
が
七

月
十
九
日
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
家
畜

市
場
に
て
第
二
回
目
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
は
五
島
振
興
局
、
Ｊ
Ａ

ご
と
う
、
生
産
者
な
ど
お
よ
そ

一
〇
〇
名
が
参
加
。
一
時
間
目

の
講
義
と
し
て
「
子
牛
育
成
の

か
ん
ど
こ
ろ
」
を
池
田
辰
也
振

興
局
地
域
普
及
課
専
門
幹
が
、

二
時
間
目
に
は
「
死
亡
事
例
に

み
る
子
牛
の
病
気
」
と
題
し
て

五
島
家
畜
保
健
衛
生
所
の
重
國

由
起
子
獣
医
師
が
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
一
時
間
目
で
は
、
す

で
に
生
産
者
に
配
布
さ
れ
て
い

る
「
五
島
子
牛
飼
育
の
か
ん
ど

こ
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
飼
育
暦
を

メ
イ
ン
に
基
本
管
理
の
徹
底
を

再
確
認
す
る
内
容
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
時
間
目
は
子

牛
の
死
亡
事
例
を
基
に
胎
子
の

時
期
か
ら
の
母
牛
の
栄
養
管
理

の
徹
底
、
牛
舎
内
の
衛
生
管
理

の
徹
底
、
子
牛
死
亡
事
故
の
予

防
策
な
ど
の
内
容
で
講
義
が
進

行
し
ま
し
た
。

講
義
の
終
わ
り
に
は
質
問

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
「
育
児

放
棄
す
る
母
牛
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
な
ど
の
質
問
が
飛
び

出
し
ま
し
た
。

同
大
学
事
務
局
で
は
今
後
も

毎
月
第
三
木
曜
日
に
講
義
を
行

う
が
、
家
族
経
営
が
多
い
地
域

性
を
考
え
、
家
族
単
位
で
の
受

講
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞

七
月
二
十
五
日
掲
載
）

肉用牛経営者のレベルアップを
―五島肉用牛大学開催中―

�和牛経営（牛飼い）を始めたきっかけは？
�和牛経営（牛飼い）の魅力は？
�長崎全共への思いを一言

代表牛出品者４名にインタビュー

五島市上崎山町
の ぐち かね ゆき

野口兼幸さん（５２）
（名号）はるえ２

五島市三井楽町
やま した まさ と

山下正人さん（５３）
（名号）第５いわお、はるみ

五島市下崎山町
かわ さき ぜん いち

川崎善一さん（５２）
（名号）いくこ

五島市吉久木町
やま した まつ のり

山下松則さん（５５）
（名号）ともこ

開催日時・場所・内容（要注意：講義内容は変更されることがあります。）
講師・講義内容

「肉用牛経営の現状」 県畜産協会
「五島地区の疾病の現状とお産について」 家畜診療所
「飼料作圃場の土壌分析と飼料作付け」 地域普及課
「飼養衛生管理基準」 家畜保健衛生所
「補助奨励事業と制度資金」 農業企画課
「子牛の下痢・疾病対策」 家畜診療所
「地域（組織）づくり」 地域普及課
「口蹄疫対策」 家畜保健衛生所
「肉用牛の改良対策」 肉用牛改良センター
「早期母子分離技術」 家畜診療所
「市場対策」 ＪＡごとう
「牛の栄養学と飼料給与」 家畜保健衛生所

先進経営者（島外）との意見交換 外部講師

「経営診断の優良事例紹介」 県畜産協会
「放牧技術と放牧衛生」 家畜保健衛生所

場所

ＪＡごとう
家畜市場

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

開催日時

８月２３日�
１９時～２１時
９月２０日�
１９時～２１時
１０月１８日�
１９時～２１時
１１月２２日�
１９時～２１時
１２月２０日�
１９時～２１時
１月２４日�
１９時～２１時
２月２１日�
１９時～２１時
３月２１日�
１９時～２１時

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回
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当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
三
日
、
五

島
市
吉
久
木
町
に
あ
る
五
島
家

畜
市
場
で
二
〇
一
二
年
七
月
期

せ
り
市
を
開
催
。
一
九
三
戸
の

畜
産
農
家
が
子
牛
四
四
五
頭
、

成
牛
四
〇
頭
、
計
四
八
五
頭
の

黒
毛
和
種
を
上
場
し
ま
し
た
。

子
牛
四
四
五
頭
の
平
均
取
引

価
格
は
四
二
一
、六
四
〇
円（
前

回
比
〇
・
一
�
高
）、
成
牛
四

〇
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
一
六

〇
、三
〇
九
円（
前
回
比
一
五
・

九
�
安
）
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
は
「
五

島
肉
用
牛
大
学
の
開
校
に
よ
り
、

今
後
も
質
の
向
上
を
図
り
、
高

価
格
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も

に
、
五
島
牛
の
全
共
長
崎
県
大

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞

七
月
十
八
日
掲
載
）

管
内
で
は
、
家
庭
菜
園
で
も
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
と
し
て
人
気
の
高
い

ゴ
ー
ヤ
が
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

管
内
で
は
昨
年
よ
り
三
戸
多
い
、
二
〇
戸
の
栽
培
農

家
が
ゴ
ー
ヤ
を
栽
培
。
収
穫
は
五
月
下
旬
か
ら
続
い
て

お
り
、
七
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
産
ゴ
ー
ヤ
は
栽
培
面
積
六
五
�
、
出
荷

量
は
六
・
五
�
を
計
画
。
管
内
で
は
比
較
的
苦
み
の
少

な
い
品
種
「
え
ら
ぶ
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
営
農
指

導
な
ど
の
機
会
に
、
作
物
自
体
が
軽
量
で
運
搬
し
や
す

い
な
ど
の
ゴ
ー
ヤ
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
を
農
家
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。

本
年
産
は
日
照
不
足
の
影
響
を
受
け
、
収
量
は
例
年

に
比
べ
る
と
や
や
少
な
め
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
さ

や
形
も
良
く
品
質
は
良
好
。
農
家
は
早
朝
か
ら
収
穫
し
、

選
果
・
選
別
を
徹
底
。
収
穫
し
た
も
の
は
当
日
出
荷
を

行
い
、
見
た
め
と
と
も
に
鮮
度
に
も
こ
だ
わ
っ
た
出
荷

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
年
産
は
八
月
上
旬
ま
で
京
阪
神
地
方
の
市
場
へ
出

荷
を
行
う
予
定
で
、
同
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
夏
場
の
食

欲
増
進
効
果
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
根
強

い
人
気
が
あ
る
ゴ
ー
ヤ
の
主
力
夏
野
菜
と
し
て
の
定
着

に
向
け
、
面
積
拡
大
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
十
七
日
、

長
崎
新
聞
七
月
二
十
二
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
助
け
合
い
組
織
は
ま
ゆ

う
部
会
は
七
月
二
十
四
日
、
大
浜
地
区
公

民
館
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
参
加
者
の
笑
い

声
が
飛
び
交
う
賑
や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
約
六
〇
名
が
参
加
。
開
催
に
あ
た
り
藤
野
周

一
常
務
は
「
大
浜
地
区
で
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
初

の
開
催
。
組
合
を
支
え
て
頂
い
た
先
輩
方
の
た
め
に
部

会
員
が
お
や
つ
な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。
本
日
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生

き
し
て
下
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
恒
例
の
頭
の
体
操
や
切
り
絵
づ
く
り
に
加

え
、
部
員
の
手
づ
く
り
グ
ッ
ズ
や
お
手
玉
を
用
い
た

ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。
部
会
員
は
「
手
は
第
二
の
脳
と
言
わ

る
ほ
ど
重
要
。
手
を
動
か
し
、
新
し
い
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
刺
激
し
、
活
性
化
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
語
り

ま
し
た
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
参
加
者
が
自
慢
の
歌
声
を
披

露
し
た
り
、
読
み
聞
か
せ
の
研
修
を
行
っ
て
き
た
部
会

員
が
紙
芝
居
「
鬼
婆
と
小
僧
」
を
披
露
す
る
と
会
場
全

体
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

は
ま
ゆ
う
部
会
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
で
、
助
け
合
い
組
織
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
方
針
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
三
十
一
日
掲
載
）

脳脳のの活活性性化化でで健健康康長長寿寿へへ
－はまゆう部会大浜地区

ミニデイサービス－

前回比
（％）
１００．１
１００．３
１００．１

平均体重
（�）
２６４
２８４
２７４

�単価
（円）
１，４４６
１，６１２
１，５３６

平均価格
（円）
３８１，７８４
４５７，９０４
４２１，６４０

最高価格
（円）
６７８，３００
６１８，４５０
６７８，３００

売却
（頭）
２１３
２３３
４４６

性別

メス
去勢
合計

夏夏ババテテ防防止止に
ゴーヤゴーヤゴゴーーヤヤをどうぞ
－２０１２年産ゴーヤ収穫－

全全共共へへ向向けけ
市市場場ににもも活活気気

－２０１２年７月期せり市－

ゴーヤの収穫を行う船越さん
（五島市籠渕町）

平成２４年７月期せり市

頭の体操を行う参加者

７月せり市成績表
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当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
八
日
、
二
〇
一

二
年
度
の
交
通
事
故
対
策
と
し
て
、

新
上
五
島
町
に
交
通
安
全
反
射
材
付

き
ボ
デ
ィ
バ
ッ
グ
を
寄
贈
。
新
上
五
島
町
青
方
郷
の
新

上
五
島
町
役
場
に
て
目
録
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
組
合
員
・
地
域
住

民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
交
通
事
故

防
止
や
交
通
事
故
被
害
者
救
済
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

昨
年
度
は
交
通
安
全
教
育
に
必
要
な
機
材
等
の
充
実

を
図
る
た
め
同
地
区
小
中
学
校
二
〇
校
に
ブ
ル
ー
レ
イ

内
蔵
の
液
晶
テ
レ
ビ
を
寄
贈
。
本
年
度
は
小
中
学
生
の

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
反
射
材
付
き
ボ
デ
ィ

バ
ッ
グ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
し
た
ボ
デ
ィ
バ
ッ
グ
は
黒
、
赤
二
色
と

な
っ
て
お
り
、
管
内
全
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
配
布
。

五
島
市
に
も
五
月
に
同
資
材
の
寄
贈
が
行
わ
れ
、
管
内

合
計
で
四
、
七
一
三
個
が
児
童
・
生
徒
に
贈
呈
さ
れ
て

い
ま
す
。

中
尾
弘
一
組
合
長
は
「
自
賠
責
共
済
掛
金
の
一
部
を

交
通
安
全
対
策
積
立
金
と
し
て
造
成
し
て
い
る
。
積
立

金
は
契
約
者
に
直
接
還
元
で
き
な
い
こ
と
か
ら
そ
れ
を

財
源
に
交
通
事
故
防
止
及
び
交
通
事
故
被
害
者
救
済
な

ど
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
寄
贈
す
る
も
の
で

あ
り
、
有
効
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

七
月
十
三
・
十
四
日
の
両
日
、
長
崎
県
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
県
大
会
が
五
島
市
で
開
か
れ
、
当
Ｊ

Ａ
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
及
び
大
津
高
菜
加
工

所
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
会
員
の
農
業
経
営
の
向
上
、

食
育
指
導
を
行
う
担
い
手
女
性
組
織
と
し
て
地
域
農
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
で
五
回
目
を
迎
え
る

本
年
度
は
離
島
で
初
め
て
の
県
大
会
実
施
と
な
る
た
め
、

テ
ー
マ
を
「
離
島
農
業
へ
理
解
を
深
め
よ
う
」
と
設
定

し
、
離
島
農
業
の
現
状
と
取
り
組
み
を
視
察
。
五
島
振

興
局
、
五
島
市
職
員
、
グ
ル
ー
プ
会
員
お
よ
そ
二
〇
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
加
工
所
で
は
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
五
島
産
高
菜
に
つ

い
て
の
生
産
か
ら
流
通
経
路
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
国

内
産
高
菜
漬
の
お
よ
そ
一
五
�
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
五

島
の
加
工
施
設
に
参
加
者
は
圧
倒
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
同
直
売
所
で
は
参
加
者
が
五
島
特
産
の
椿
油

や
五
島
牛
な
ど
の
商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
一
人
は
知
人
か
ら
頼
ま
れ
て
い
た
と
い
う
椿
油

を
一
〇
本
も
購
入
す
る
姿
も
。

南
島
原
市
か
ら
参
加
し
た
永
川
惠
美
子
さ
ん
は
「
今

回
の
大
会
で
は
離
島
農
業
の
現
状
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
椿
の
植
樹
を
は
じ
め
、
行
政
・
市

民
一
丸
と
な
っ
て
地
場
産
の
振
興
が
盛
ん
な
地
域
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
二
十
六
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
四
・
十
五
日
の
両
日
、

夏
期
農
機
自
動
車
大
展
示
会
を
本
店
特
設

会
場
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
に
つ
い
て
、
経
済
部
の
泉
井
和
博
部

長
は
「
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
組
合
員
に
来
場
し

て
い
た
だ
い
た
。
農
機
具
の
安
全
な
使
い
方
の
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
利
用
推
進
を
図
り
、
農
家
の
方
々
に

よ
り
安
全
で
快
適
に
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

展
示
会
場
に
は
農
機
具
や
自
動
車
の
他
に
も
、
電
化

製
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
女
性
部
に
よ
る
食
事
コ
ー
ナ
ー
、

青
年
部
に
よ
る
か
き
氷
の
販
売
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の

姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
自
動
車
の
売
れ
行

き
は
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
購
入
者
に
は
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
、
猛
暑
の
中
、
多
く
の
来
場
者
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い

と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
場
を
Ｊ
Ａ
の
経

済
活
動
を
広
め
る
情
報
発
信
の
場
と
し
て
活
か
す
と
と

も
に
、
農
家
が
よ
り
安
全
で
快
適
に
農
作
業
を
行
え
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
農
業
振
興
に
努
め
る
方
針
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
二
十
四
日
掲
載
）

交交通通事事故故ゼゼロロをを
目目指指ししてて

－交通安全対策資材目録贈呈式－

安安全全・・快快適適なな農農作作業業をを
－夏期農機自動車大展示会－

離離離離離離離離離離離離離離離離離離離離離離島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解をををををををををををををををををををををを深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううう
－長崎県生活研究Ｇ連絡会県大会－

ボディバッグを受け取る
道津利明教育長○左

直売所の商品を視察する参加者

担当者から説明を聞く来場者
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当
Ｊ
Ａ
で
は
七
月
十
一
日
、
二
〇
一
一
年
作
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
出
荷
反
省
会
を

開
き
ま
し
た
。

同
会
に
は
部
会
役
員
、Ｊ
Ａ
担
当
者
な
ど
二
十
五
名
が
参
加
。出
荷
実
績
や
市
場
情
勢

の
報
告
、
二
〇
一
二
年
作
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
作
付
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
作
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
に
つ
い
て
は
、
栽
培
戸
数
が
前
年
対
比
一
一

〇
�
一
二
二
戸
、
栽
培
面
積
も
前
年
対
比
一
〇
八
�
一
、〇
〇
四
�
で
ス
タ
ー
ト
。

十
二
月
以
降
低
温
と
日
照
不
足
が
続
き
、
出
荷
量
は
厳
し
い
結
果
に
な
っ
た
も
の
の
、

販
売
高
に
お
い
て
は
キ
ロ
グ
ラ
ム

単
価
が
良
く
、
前
年
対
比
一
一
八
�
の
九
五
三
円
で
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

全
農
な
が
さ
き
園
芸
部
の
浦
義
文
さ
ん
は
「
県
内
の
二
〇

一
一
年
作
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
発
芽
率
は
良
か
っ
た
が
、

低
温
、
霜
の
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
キ
ロ
グ
ラ
ム

単
価
的
に
は
四

月
ま
で
一
、〇
〇
〇
円
を
超
え
る
高
値
で
取
引
さ
れ
た
た
め
、

今
後
は
五
島
産
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の

安
定
供
給
を
図
っ
て
頂
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
二
〇
一
二
年
作
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
の
面
積
を
一
、
〇
〇
四
�

か
ら
一
、一
二
〇
�
と
す
る
計
画
を
掲

げ
る
と
と
も
に
、
値
決
め
に
よ
る
有
利

販
売
を
検
討
、
さ
ら
に
出
荷
規
格
の
見

直
し
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
二
十
一
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
馬
鈴
薯
部
会
は
七
月
十
八
日
、
二
〇
一
二
年
産
早
出
馬
鈴
薯
出
荷
反
省
会
を

本
店
で
行
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
市
場
か
ら
安
定
し
た
供
給
を
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
二
〇
一

三
年
産
出
荷
分
か
ら
そ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
二
、七
二
八
�
か
ら
三
、二
一
〇
�
へ
お

よ
そ
五
〇
〇
�
の
面
積
拡
大
な
ど
を
協
議
。
そ
の
他
に
も
二
〇
一
二
年
産
早
出
馬
鈴
薯

の
出
荷
実
績
や
市
場
情
勢
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
産
早
出
馬
鈴
薯
は
二
、七
二
八
�
の
作
付
面
積
で
、
二
、六
九
三
�
で

あ
っ
た
前
年
産
に
比
べ
る
と
三
五
�
の
拡
大
。
作
柄
に
つ
い

て
は
、
植
え
付
け
時
期
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
十
二

月
以
降
の
低
温
や
日
照
不
足
の
影
響
を
受
け
、
生
育
の
遅
れ

を
来
た
し
他
産
地
と
の
競
合
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

思
う
よ
う
な
単
価
の
伸
び
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
度

の
市
場
で
の
平
均
価
格
は
ま
ず
ま
ず
で
、

�
単
価
は
一
八
四
円
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
二
〇
一
二
年
産

の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
新
品
種
の
導
入
、

面
積
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
品
質
・

収
量
を
安
定
さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強

化
を
目
指
す
方
針
で
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
八
月
一
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
で
は
七
月
十
一
日
、
二
〇
一
二
年
産
ソ
ラ
マ
メ
の
出
荷
反
省
会
を
同
Ｊ
Ａ
本

店
で
開
き
ま
し
た
。

同
会
に
は
Ｊ
Ａ
担
当
者
、
部
会
役
員
な
ど
約
二
十
名
が
出
席
。
二
〇
一
二
年
産
ソ
ラ

マ
メ
の
出
荷
実
績
や
市
場
情
勢
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
二
〇
一
三
年
産
ソ
ラ
マ
メ
の
作

付
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
今
年
度
九
・
一
九
�
だ
っ
た
面
積
を
一
〇
�
で
拡

大
す
る
予
定
で
す
。

本
年
産
の
ソ
ラ
マ
メ
に
つ
い
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
植
え
付
け
を
お
こ
な
っ

た
も
の
の
、
十
二
月
以
降
低
温
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
出
荷

量
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市
場
情
勢
に
つ
い
て
、
東
京
青
果
株
式
会
社
の
勝
倉
俊
昭

課
長
補
佐
は
「
全
国
的
に
寒
波
の
影
響
を
受
け
、
ソ
ラ
マ
メ

だ
け
で
な
く
他
の
野
菜
も
出
荷
量
が
不

足
し
た
。
そ
の
た
め
関
東
で
は
五
島
産

を
は
じ
め
と
す
る
ソ
ラ
マ
メ
の
需
要
が

高
ま
り
、
前
年
対
比
一
二
七
�
と
い
う

高
値
で
推
移
し
た
。
今
後
も
面
積
拡
大

と
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
五
島

産
ソ
ラ
マ
メ
の
安
定
供
給
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
七
月
十
九
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
は
七
月
二
十
日
、
五
島
ル
ビ
ー
の
植
え
付
け
を
前
に
、
同
Ｊ
Ａ
富
江
支
店
に

て
、
二
〇
一
一
年
産
ル
ビ
ー
ト
マ
ト
の
出
荷
反
省
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
産
五
島
ル

ビ
ー
は
、
販
売
量
を
昨
年
度
よ
り
二
、
一
〇
〇
�
伸
ば
し
、
一
二
二
、
〇
〇
〇
�
を
計

画
。
安
定
し
た
計
画
出
荷
に
努
め
、
高
糖
度
の
五
島
ル
ビ
ー
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

同
会
に
は
Ｊ
Ａ
担
当
者
、
生
産
者
、
市
場
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
二
〇
名
が
参
加
。
二

〇
一
二
年
作
付
計
画
の
ほ
か
二
〇
一
一
年
度
の
出
荷
実
績
報
告
、
市
場
情
勢
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
東
京
荏
原
青
果
の
甲
木
良
実
主
任
は
情
勢
報
告
の
中
で

「
昨
年
十
二
月
か
ら
の
寒
波
等
の
影
響
も
あ
り
、
出
荷
量
が

少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ト
マ
ト
の
健
康
効
果
が
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
影
響
も
あ
り
、
高
単
価
で
推
移
し
た
。
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
も
十
分
に
あ
り
、
今
後
は
安
定
出
荷
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
作
に
つ
い
て
は
平
均
反

収
八
、
二
一
二
�
（
前
年
対
比
一
〇
八

�
）
�
単
価
も
六
〇
四
円
（
前
年
対
比

一
二
三
�
）
と
ま
ず
ま
ず
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
値
決
め
な
ど
の

有
利
販
売
、
販
促
資
材
等
の
整
備
な
ど

を
行
い
、
五
島
ル
ビ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
に
力
を
入
れ
ま
す
。

２０１２年スナップエンドウ出荷反省会２０１２年バレイショ出荷反省会

２０１２年ソラマメ出荷反省会２０１２年ルビートマト出荷反省会

各各種種出出荷荷反反省省会会レレポポーートト
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そ
う
め
ん
流
し�

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
。�

直売所見学�
五島のバレイショおいしいよ！� キュウリ収穫体験�

みんなでたくさん収穫しました。�

ちゃぐりん8月号よりクイズ�
答えはどこに載ってるかな？�

ちゃぐりん感想文発表�
写真左から中村那南さん、中村玲奈さん、�
堀田遥陽さん�

収穫したキュウリを調理�
とれたてのキュウリで浅漬けを�
作りました。�

工作（万華鏡作り）�
みんな思い思いの作品ができました。�
何が見えるのかな？�

実施内容

７月２２日�、JAごとう本店でちゃぐりんフェスタを開催。
保護者、児童、関係者約１００名が参加し、農業への理解と参加者の

交流が深まりました。（日本農業新聞７月２８日掲載）

・きゅうりの収穫体験
・収穫したきゅうりの調理
・昼食（直売所裏にてそうめん流し）
・ゲーム（ちゃぐりん８月号より出題）
・感想文発表
・工作（万華鏡作り）
・おやつ（かき氷）
・紙芝居（でてこい なかまたち）

ごとう9



産直市場�

直送便�

五島市立岐宿中学校の１年生１３名は７月３日、
当ＪＡ富江集荷所でルビートマトの学習会を開き
ました。
この取り組みは総合的な学習の時間を使って行
われたもので、ＪＡごとう直売部が学校と生産者
の間に入ってサポート、ルビートマトを栽培する
山戸徳光さんを先生に、約１時間生徒たちの質問
に答える形で進みました。
ある生徒からは、栽培する上で一番大切なこと
はどんなことかとの質問があり、山戸さんは、光合成を促すために太陽の光が重要と答えました。
また、現在富江地区だけで栽培されている同トマトを自分達の住む岐宿地区で作ることができると
知ると、「作ってみたい」などの声が上がりました。
学習会終了後には、山戸さんのハウスを見学。同中学校の塩竃憲治教諭は「自分達が普段食べて
いる食物について、生産者の方から直接話を聞くことができる貴重な機会。１０月に発表会を予定し
ているので、今回の学習会を通して、地域の特産品について知識を深めてほしい」と語りました。
同ＪＡ直売部では、今後も管内の学校で食農教育のサポート活動を展開する予定。

（日本農業新聞７月１１日掲載）

産直市場「五島がうまい」では五島産の高菜をふんだ
んに使用した高菜まんじゅうを発売中です。
このまんじゅうは永尾オキ子さんを中心とした女性３
名で岐宿町楠原の作業場で毎日手作りされています。
五島産の安心・安全な高菜漬けはもちろん、皮にも工
夫が凝らされており、冷めてもおいしく頂けるように
なっています。
手作りのため、毎日数量限定で１パック２個入り１５０
円で絶賛販売中です。

富江支部 川本 静子さん

産直市場「五島がうまい」が
始まってから１年が過ぎました。
私は主にゆで干し大根、馬鈴薯、
里芋、キャベツなどを出荷して
います。さらに新品種などにも
挑戦しています。

お客様には新鮮で安全な野菜を届けるために、農
薬・堆肥作りなどに気をつけています。とれたて野
菜を食べて頂いて、笑顔になってもらえたら嬉しい
です。

大津支部 松下 巧さん

私の主な出荷物は、中玉・ミ
ニトマトが中心になります。
また、時期的に９～１０月頃に

かけては深葱、９月下旬からは
玉葱の出荷を予定していますの
で、ぜひお買い求めください。

岐岐宿宿中中学学校校ルルビビーートトママトト学学習習会会
―五島の農業を知ろう―

私私たたちちがが作作りりままししたた！！
―高菜まんじゅう好評販売中―

た
く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び

出
し
た
学
習
会
で
し
た
。

安
心
・
安
全
の
五
島

産
高
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
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お盆期間中の営業について

ＪＡごとうの
住宅ローン相談会
開催日…８月２６日�
時 間…９：００～１５：００
場 所…ＪＡごとう本店、

上五島支店

ご贈答用に「五島のうまい！」はいかがですか？

その他、ギフト用商品もご予算に応じて承ります。
産直市場 ０９５９‐８８‐９９３３まで お気軽にお問い合わせください。

五島牛 ロース・うす切
５００� ３，５００円～

五島牛 肩ロース・焼肉用
５００� ３，０００円～

五島牛 サーロインステーキ用
１枚２００� １，５００円～

にこまる（五島産にこまる）
５�入り ２，０００円
１０�入り ４，０００円

五島特産品詰め合わせ
五島三菜、ゆでぼし大根、椿油

３，１５０円

うんまか（五島産ヒノヒカリ）
５�入り ２，０００円
１０�入り ４，０００円

季節野菜の詰め合わせ
１，６００円～

五島椿油
１本（５００ml）３，１５０円

【下地区】

ＪＡグリーン

平常業務

午後５時
まで営業

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

人工授精

平常業務

午前８時３０分まで受付分
→午前８時３０分より受精
午前８時３０分～午後２時まで
受付分→午後２時より受精
午前８時３０分まで受付分
→午前８時３０分より受精
午前８時３０分～午後２時まで
受付分→午後２時より受精

平常業務

自動車整備

平常業務

休業

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

【上地区】

人工授精

平常業務

平常業務

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

農機具整備

平常業務

早期水稲の
状況により
当番対応

早期水稲の
状況により
当番対応

平常業務

農機具整備

平常業務

平常業務

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

直売所・店舗

平常業務

平常業務

午後５時
まで営業

平常業務

店 舗

平常業務

平常業務

平常業務

平常業務

給油所・プロパン

平常業務

午後５時
まで営業
（SS本店は
午後６時まで）
法定外休日
（農協記念日）
（SS本店は
午後６時まで）

平常業務

給油所

平常業務

平常業務

平常業務

平常業務

ATM

稼働

稼働

稼働

平常業務

ATM

稼働

稼働

稼働

稼働

為替業務

平常業務

平常業務

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

為替業務

平常業務

平常業務

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

一般業務

平常業務

休業

法定外休日
（農協記念日）

平常業務

一般業務

平常業務

平常業務

法定外休日
（農協記念日）
（貯金窓口
のみ営業）

平常業務

８月１３日�

８月１４日�

８月１５日�

８月１６日�

８月１３日�
８月１４日�

８月１５日�

８月１６日�

五島産米食べ比べセット
２�入り×３種類 ２，５００円
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４月の人事異動で、本店
LA課に配属となりました。
共済業務は初めての経験
で不慣れではありますが、
勉強して早くマスターしたいと思います。
地域の皆さまに信頼されるよう頑張りますの
でよろしくお願いします。

４月の異動により、LA
になりました。最初は自
分にやれるかどうか不安
でしたが、先輩 LAに学びながら、お客様のニー
ズに合ったプランを一緒に考え、お役に立てる
よう頑張ります。皆さまのお宅に伺った際は、
よろしくお願いします。

平成２４年度人事異動（臨時）
平成２４年７月１日に人事異動が
発令しましたので、お知らせ致します。

旧 任

農産課長
園芸課長
総務課 調査役
営農課長
農産課（課長待遇）
農産課
園芸課
農業資材課
ＪＡグリーン店舗課
園芸課（嘱託）
農産課（臨時）
農産課 精米施設（臨時）
農産課 精米施設（臨時）
農産課（臨時）
農産課 堆肥センター（嘱託）
農産課 堆肥センター（臨時）
農産課 堆肥センター（臨時）
農産課 堆肥センター（臨時）
販売課（よう員）
営農課（臨時）
油槽所（臨時）
大津出張所大津SS（臨時）
経済課Ａコープ崎山（臨時）
経済課Ａコープ崎山（パート）
Ａコープ岐宿店（パート）
経済課Ａコープ崎山（パート）
経済課Ａコープ崎山（パート）
Ａコープ大浜（パート）
Ａコープ大浜（パート）
経済課Ａコープ本山兼Ａコープ大浜（臨時）
経済課Ａコープ本山（臨時）
経済課Ａコープ本山（パート）
経済課Ａコープ本山（パート）
Ａコープ岐宿（臨時）
経済課Ａコープ崎山（パート）
Ａコープ岐宿（パート）
Ａコープ岐宿（パート）

販売課（試用）
生産指導課（試用）

本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店総務部
福江支店
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店経済部
本店経済部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
西部支店
本店経済部
福江支店
崎山支店
崎山支店
西部支店
崎山支店
崎山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
本山支店
西部支店
崎山支店
西部支店
西部支店

本店農産園芸部
本店畜産部

氏 名

山端 正幸
深松 繁正
今利 誠
川口 政俊
福山 哲哉
野原 大嗣
山口伸太郎
水請 伸治
南 康徳
石坂 哲朗
宮田 慎也
石田 恵
松本 砂織
田村 勇
山田 廣志
中村 松美
藤田 友樹
花浦 裕香
平山 大輔
谷川 彰久
真鳥 浩樹
才津 裕隆
中村 努
野瀬 君菜
谷川かおり
南 理恵
山下はるみ
御手洗知彌子
廣山志津子
鍵原 和男
小澤みゆき
畑中 恵子
佐々野千穂子
山口 文一
黒川加奈恵
谷川いずみ
千代田妙子

小柳一祐基
増田慎太郎

新 任
【平成２４年７月１日 発令】

農産園芸課長
営農課長
営農課長
農産園芸課（課長待遇）
農産園芸課（課長待遇）
農産園芸課
農政組織課
総務課
農業資材課
農産園芸課（嘱託）
農産園芸課（臨時）
農産園芸課 精米施設（臨時）
農産園芸課 精米施設（臨時）
販売課（臨時）
業務課 堆肥センター（嘱託）
業務課 堆肥センター（臨時）
業務課 堆肥センター（臨時）
業務課 堆肥センター（臨時）
営農課（よう員）
ＪＡグリーン店舗課（臨時）
大津出張所大津SS（臨時）
油槽所（臨時）
Ａコープ崎山店（臨時）（主任）
Ａコープ崎山店（パート）
Ａコープ崎山店（パート）
Ａコープ崎山店（パート）
Ａコープ崎山店（パート）
Ａコープ大浜店（パート）
Ａコープ大浜店（パート）
Ａコープ本山店・大浜店（臨時）（主任）
Ａコープ本山店（臨時）
Ａコープ本山店（パート）
Ａコープ本山店（パート）
Ａコープ岐宿店（臨時）（主任）
Ａコープ岐宿店（パート）
Ａコープ岐宿店（パート）
Ａコープ岐宿店（パート）

［正職員採用］
販売課
生産指導課

本店農産園芸部
福江支店
三井楽支店
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店総務部
本店経済部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店農産園芸部
本店畜産部
本店畜産部
本店畜産部
本店畜産部
西部支店
本店経済部
福江支店
本店経済部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部
本店直売部

本店農産園芸部
本店畜産部

介紹員職ＡＬ任新
本店

共済 LA課

橋本美代子

本店

共済 LA課

田口 五徳
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首筋�

脇の下�

※実際には涼しい場所で�
体を安静にして行ってください。�

太ももの付け根�膝の裏�

体を冷やす部位�

氷をポリ袋に入れて�
タオルでくるむ�

保冷剤�

知
っ
て
お
き
た
い

熱
中
症
対
策

暑
く
な
る
と
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す
人
が
増
加
し
ま
す
。

農
家
の
方
は
炎
天
下
で
農
作
業
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
熱
中
症
に
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

１
熱
中
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

私
た
ち
の
体
に
は
、
気
温
が
変
化

し
て
も
体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
す

る
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

暑
く
な
っ
て
体
温
が
上
が
り
始
め

る
と
、
皮
膚
の
血
流
量
を
増
や
し
て

皮
膚
か
ら
熱
を
逃
が
し
た
り
、
汗
を

多
く
か
い
て
、
そ
の
熱
が
蒸
発
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
熱
を
逃
が
し
た
り
し

て
、
体
温
を
下
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
長
時
間
暑
さ
に
さ
ら

さ
れ
て
大
量
の
汗
を
か
く
と
、
水
分

や
塩
分
が
不
足
し
て
脱
水
状
態
に
な

り
、
体
内
の
熱
を
う
ま
く
外
に
逃
が

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る

と
、
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
の
変
調
を
来
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。

２
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

「
熱
中
症
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
現
れ
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
症
状
は
徐
々
に
進

み
ま
す
が
、
突
然
に
意
識
障
害
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
、
発
症
し
た
と
き

に
は
す
で
に
重
症
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
目
ま

い
や
頭
痛
な
ど
、
中
等
症
ま
で
の
症

状
は
熱
中
症
特
有
の
症
状
で
は
な
く

他
の
病
気
で
も
起
こ
る
の
で
、
気
が

付
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
家
の
人
に
多
い
の
は
、
炎
天
下

で
の
農
作
業
を
長
く
続
け
た
と
き
で

す
が
、
中
高
年
の
方
は
、
屋
内
で
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
き
に
も
発

症
し
や
す
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。外

で
の
農
作
業
は
暑
い
時
間
帯
を

避
け
、
早
朝
や
夕
方
の
気
温
の
低
い

時
間
帯
に
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
「
つ
ば
」
の
広
い
帽
子
で
直
射
日

光
を
遮
り
、
通
気
性
や
吸
水
性
の
良

い
衣
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
す
。

農
作
業
中
は
、
喉
の
渇
き
を
感
じ

な
く
て
も
、
水
分
、
塩
分
を
小
ま
め

に
補
給
し
ま
す
。
喉
が
渇
い
た
と
感

じ
た
時
に
は
、
す
で
に
脱
水
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

水
分
と
塩
分
の
補
給
に
は
、
お
茶
と

梅
干
し
を
一
緒
に
取
る
と
か
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
が
適
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
や
カ
フ
ェ
イ
ン
を
多

く
含
む
飲
み
物
は
、
利
尿
作
用
が
あ

る
た
め
、
水
分
補
給
に
は
適
し
て
い

ま
せ
ん
。

「
熱
中
症
」
は
必
ず
し
も
外
で
起

こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢

者
は
屋
内
で
「
熱
中
症
」
を
起
こ
す

こ
と
が
多
く
、
ま
た
睡
眠
中
に
「
熱

中
症
」
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

寝
る
前
に
も
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲

む
な
ど
、
水
分
補
給
を
行
い
ま
す
。

３
も
し
熱
中
症
が
疑
わ
れ

た
ら

も
し
屋
外
で
の
農
作
業
中
に
、
前

に
書
い
た
症
状
が
出
て
「
熱
中
症
」

の
発
症
が
疑
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
作

業
を
中
止
し
、
涼
し
い
場
所
に
移
動

し
、
体
を
冷
や
し
、
水
分
・
塩
分
を

補
給
し
ま
す
。

体
を
冷
や
す
に
は
、
氷
を
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
タ
オ
ル
で
く
る
ん
だ
も
の

や
、
保
冷
剤
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

衣
服
を
脱
が
せ
、
ベ
ル
ト
を
緩
め
、

首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
、

膝
の
裏
な
ど
、
太
い
血
管
が
皮
膚
の

表
面
を
通
っ
て
い
る
部
分
に
当
て
ま

す
。以

上
の
こ
と
を
行
っ
て
も
、
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
元
気

だ
っ
た
人
が
、
暑
い
環
境
で
急
に
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
も
、

「
熱
中
症
」
の
こ
と
を
頭
に
置
い
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
お
年
寄
り
に
は
特
に
注
意

全
国
十
九
都
市
の
調
査
で
は
、「
熱

中
症
」
を
起
こ
す
場
所
は
、
年
代
別

に
見
る
と
、
六
十
四
歳
以
下
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
「
熱
中
症
」
を
起

こ
し
て
い
ま
す
が
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
で
は
、
半
数
以
上
が
自
宅

で
起
こ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

必
ず
し
も
暑
い
戸
外
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。

お
年
寄
り
は
、
次
の
よ
う
な
要
因

で
「
熱
中
症
」
を
起
こ
し
や
す
い
の

で
す
。

一
つ
は
、
体
温
調
節
機
能
の
低
下

が
あ
る
か
ら
で
す
。
末
梢
の
血
流
量

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
汗
を
か
き
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
熱
が

発
散
で
き
に
く
い
の
で
す
。

二
つ
は
、
体
内
の
水
分
量
の
減
少

で
す
。
筋
肉
や
血
流
量
の
減
少
な
ど

に
よ
っ
て
、
体
全
体
が
慢
性
的
な
水

分
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
は
、
暑
さ
や
喉
の
渇
き
を
感

じ
に
く
い
の
で
す
。
閉
め
切
っ
た
部

屋
で
暑
く
な
っ
て
も
、
暑
さ
を
感
じ

に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
エ
ア
コ

ン
を
使
わ
な
い
で
過
ご
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
し
か
も
喉
の
渇
き
を
あ

ま
り
感
じ
な
く
な
る
の
で
、
室
内
の

温
度
が
上
が
っ
て
も
、
水
分
を
十
分

に
取
ら
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り
は
戸
外

だ
け
で
な
く
、
屋
内
で
「
熱
中
症
」

を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
で
、
室
内

が
高
温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
、
温

度
や
湿
度
、
通
気
な
ど
に
も
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

目まい、立ちくらみ、筋肉
のこわばり、こむら返りな
ど。

頭痛、吐き気、嘔吐（おう
と）、体がだるいなど。

ふらふらする、立てない、
意識障害など。

軽 症
（�度）

中等症
（�度）

重症
（�度）
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産直市場�編
集
後
記

旅旅
行行
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

住所：〒８５３‐００４１ 五島市籠渕町２４５０‐１
電話：０９５９‐８８‐９９３３
FAX：０９５９‐８８‐９９２２
営業時間：９時～１９時
※農家レストランは１０時３０分～１５時（予約については別途）
※土日・祝日限定バイキング １１時～１５時
料金 大人：１，０００円 子ども：５００円（小学生以下）

定休日：毎月第１・第３月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

全
共
長
崎
県
大
会
ま
で
一
〇

〇
日
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

今
月
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
ご
は

ん
ぢ
ゃ
ワ
ン
に
は
お
休
み
を
し

て
も
ら
い
、
大
会
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
か
さ
べ
こ
く
ん
を
表
紙

下
部
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
会
会
場
の
一
つ
で
あ
る
佐

世
保
市
は
私
が
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
街
で
あ
り
、
レ
モ
ン
ス

テ
ー
キ
や
海
軍
さ
ん
の
ビ
ー
フ

シ
チ
ュ
ー
、
全
国
区
と
な
っ
た

佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
な
ど
牛
肉
を

た
く
さ
ん
食
べ
る
土
地
柄
で
も

あ
り
ま
す
。

今
回
の
大
会
で
は
お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
や
、
全
国
の
ブ
ラ
ン
ド

牛
肉
の
試
食
会
、
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
五
島
牛
の
活
躍
を
応
援

す
る
と
と
も
に
、
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
紙
漉

諒
）
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TEL０９５９（７２）８２１１ FAX０９５９（７４）５２６６

【上五島支店】
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